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発表日時 平成２４年７月 

発表内容 平成２３年１２月に保育所で腸管出血性大腸菌感染症が発生し、園

児、職員および濃厚接触者のべ２３０名の検査を実施したところ、２２

名が菌陽性となり、医療機関で陽性となった５名を合わせて２７名が陽

性となった。医療機関からの検出毒素の報告と当センターの毒素遺伝子

PCR結果が異なったため、詳しく調べたところ、stx2毒素の変異体（バ
リアント）である stx2c(vha)を保有することが判明した。分離株のパル
スフィールドゲル・電気泳動のパターンはほぼ同一であった。 
本事例の菌陽性者は２７名で、福井県において大きな事例であっ

た。また、原因菌がベロ毒素のバリアントを保有していたため、一

部の医療機関の方法では stx2は検出できなかった。毒素検査におけ
る当センターの PCRによる検出法の必要性が再確認された。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


